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定
期
総
会
報
告
！

　

第
五
回
定
期
総
会
は
、
去
る
五

月
二
十
七
日（
土
）に
八
王
子
エ
ル

シ
イ
に
於
い
て
、
百
四
十
七
の
町

会
自
治
会
長
が
出
席
し
委
任
状
を

含
め
て
構
成
団
体
の
過
半
数
を
越

え
て
お
り
、
総
会
が
成
立
す
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
挨
拶
で
、
田
中
会
長
は
、

地
域
の
中
軸
を
担
っ
て
活
動
し
て

い
る
町
会
自
治
会
長
の
ご
苦
労
に

対
し
謝
意
を
表
し
お
礼
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゴ
ミ
の
有
料
化
に
伴
い

大
幅
な
ゴ
ミ
の
減
量
が
な
さ
れ
た

が
、
最
近
で
は
多
少
の
増
加
傾
向

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
事

業
も
町
会
自
治
会
の
全
面
的
な
協

力
に
よ
り
実
現
し
た
の
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
先
の
見
通
し
、
例
え
ば

ご
み
減
量
後
は
清
掃
工
場
の
見
直

し
に
よ
る
余
裕
施
設
の
行
く
末
等

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
私
た
ち
の
協
力
に
対

し
て
、
単
位
町
会
自
治
会
及
び
連

合
会
に
対
す
る
行
政
の
支
援
策
に

つ
い
て
、
近
隣
の
行
政
に
比
べ
て

必
ず
し
も
十
分
と
は
い
え
な
い
と

指
摘
さ
れ
、
私
た
ち
の
活
動
に
十

分
報
い
て
ほ
し
い
旨
行
政
と
話
合

っ
て
い
く
こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
退
任
さ
れ
た
三
役･

地
区
連
合
会
長･

町
会
自
治
会
長

の
今
ま
で
の
ご
苦
労
に
感
謝
の
言

葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
つ
い
て
は
、
今
泉
議
長

の
も
と
で
進
め
ら
れ
、
議
案
に
つ

い
て
は
、
第
一
号
議
案
の
平
成

十
八
年
度
事
業
報
告
か
ら
、
第
七

号
議
案
役
員
選
出
ま
で
、
す
べ
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
応
答
は
次
の
通
り
。

Ｑ
１　

決
算
報
告
の
収
入
の
部
で

特
別
会
費
の
内
容
が
管
外
視
察

研
修
等
と
な
っ
て
い
る
が
、
支

出
項
目
事
業
費
の
管
外
研
修
等

の
金
額
が
不
一
致
で
あ
る
。
そ

の
内
容
は　

？

Ａ
１　

収
入
の
部
の
特
別
会
費
は

総
会
懇
親
会
等
も
含
ま
れ
て
お

り
、
支
出
項
目
の
総
会
費
・
事

業
費
の
項
目
の
金
額
の
合
計
と

合
致
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
２　

事
業
報
告
五
頁
の
簡
易
保

険
団
体
手
続
き
の
件
に
つ
い
て

内
容
を
教
え
て
ほ
し
い　

？

Ａ
２　

郵
便
局
の
民
営
化
に
伴
い
、

団
体
保
険
の
承
認
に
関
す
る
手

続
き
の
変
更
に
つ
い
て
、
説
明

が
郵
便
局
三
局
で
異
な
っ
た
説

明
と
な
り
受
け
皿
と
な
る
町
会

自
治
会
で
混
乱
を
き
た
し
た
の

で
、
郵
便
局
と
話
し
合
い
調
整

を
行
っ
た
。
そ
の
上
で
、
八
王

子
南
局
に
つ
い
て
は
期
限
も
局

内
調
整
を
し
て
限
度
ま
で
延
長

す
る
こ
と
で
了
解
を
え
た
。

Ｑ
３　

事
務
局
員
の
賃
金
が
安
く

な
い
か
。
又
、
金
額
設
定
の
根

拠
は　

？

Ａ
３　

ふ
れ
あ
い
財
団
等
を
参
考

に
さ
せ
て
も
ら
っ
た
。

Ｑ
４　

事
業
計
画
で
Ｉ
Ｔ
化
の
推

進
と
あ
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

だ
け
で
な
く
、
電
子
メ
ー
ル
の

掲
載
も
お
願
い
し
た
い
。
利
用

者
も
四
十
～
五
十
％
程
度
は
い

る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
４　

今
年
度
の
名
簿
等
に
は
掲

載
し
公
表
す
る
。

　

議
事
終
了
後
、
退
任
し
た
三
十

三
名
の
町
会
自
治
会
長
に
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
、
引
き
続

き
開
か
れ
た
懇
親
会
に
は
、
黒
須

市
長
は
じ
め
多
く
の
来
賓
を
交
え

て
懇
親
を
深
め
た
。

　

三
役
会
名
簿

会　

長　

田
中　

好
雄(

川　

口)

副
会
長　

細
井　
　

衛(

加　

住)

　

〃　
　

秋
間　

利
久(

元　

横)

会　

計　

林　
　

泰
男(

由　

木)

　

〃　
　

馬
場　

聰
和(

西
部
一)

監　

事　

山
本
德
太
郎(

北　

野)

　

〃　
　

今
泉　

満
政(

恩　

方)

事
務
局
長
前
野　
　

修

 

地
区
連
合
会
長
名
簿

中　

部　

地
区　
　

平
塚　

美
臣

東　

部　

地
区　
　

北　
　

利
雄

元　

横　

地
区　
　

秋
間　

利
久

東
南
部　

地
区　
　

下
田　
　

司

中
央
部　

地
区（
代
）井
上　

博
正

南　

部　

地
区　
　

辻
野　

領
一

千
人
町　

地
区　
　

川
端　

忠
雄

西
部
第
一
地
区　
　

馬
場　

聰
和

西
部
第
二
地
区　
　

山
崎　

勲
介

西
部
第
三
地
区　
　

塚
本　

道
男

西
部
第
四
地
区　
　

串
田　
　

明

本　

町　

地
区　
　

塩
野　

良
光
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中　

央　

地
区　
　

内
藤　

廣
行

東
北
部　

地
区　
　

坂
本　

保
雄

浅　

川　

地
区　
　

渡
辺　

良
治

由　

木　

地
区　
　

林　
　

泰
男

横　

山　

地
区　
　

黒
沢　

愛
治

元　

八　

地
区　
　

石
川　

三
郎

恩　

方　

地
区　
　

今
泉　

満
政

川　

口　

地
区　
　

田
中　

好
雄

加　

住　

地
区　
　

細
井　
　

衛

由　

井　

地
区　
　

菅
野　

泰
好

北　

野　

地
区　
　

山
本
德
太
郎

東
京
都
補
助
金

地
域
の
底
力
再
生
事
業

   

助
成
金
交
付
決
定
！

　

今
年
初
め
て
で
き
た
「
地
域
の

底
力
再
生
事
業
助
成
金
」
制
度
に

私
た
ち
も
、
八
王
子
市
と
協
議
し

応
募
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

会
員
及
び
住
民
と
の
情
報
交
換

を
図
る
活
動
と
し
て
、
町
自
連
の

「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
昨
年
立
ち

上
げ
ま
し
た
た
が
、
今
年
の
事
業

計
画
に
盛
り
込
ん
だ
「
地
区
連
合

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
作
成
と
、

パ
ソ
コ
ン
研
修
会
の
事
業
に
つ
い

て
、
事
業
名
「
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る

地
域
連
携
推
進
事
業
」
で
百
万
円

の
補
助
金
を
申
請
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
七
月
十
七
日
に
八
王

子
市
か
ら
、
補
助
金
の
交
付
が
決

定
し
た
旨
、
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。

　

五
十
団
体
の
応
募
が
あ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
四
十
四
団

体
に
交
付
が
決
定
し
総
額
約

二
千
四
百
六
十
万
円
と
の
こ
と
で

す
。

八
王
子
市
の
補
助
金

　
　

町
自
連
に
交
付
！

　

平
成
十
四
年
六
月
に
結
成
し
て

以
来
、
自
主
財
源
の
み
で
活
動
し

て
き
た
私
た
ち
町
自
連
が
、
協
働

推
進
課
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
平
成

十
九
年
度
か
ら
、
情
報
発
信
及
び

双
方
向
の
情
報
交
換
に
向
け
て
の

事
業
に
つ
い
て
、
百
万
円
を
限
度

額
と
し
て
二
分
の
一
補
助
さ
れ
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。
運
営
費

に
つ
い
て
の
補
助
金
は
未
だ
認
め

ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
更
に

努
力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
か
と

思
い
ま
す
。
何
れ
に
し
ろ
「
町
自

連
」
に
対
し
て
補
助
金
が
出
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
私
た

ち
の
活
動
が
よ
う
や
く
認
め
ら
れ

て
き
た
こ
と
の
表
れ
で
す
。

　

申
請
手
続
き
等
は
、
こ
れ
か
ら

窓
口
の
協
働
推
進
課
と
打
ち
合
わ

せ
を
行
い
、
補
助
金
申
請
の
手
続

き
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

「
広
報
委
員
会
」
が

　
　
　

新
し
く
発
足
！

　

昨
年
は
、
紙
ベ
ー
ス
の
広
報
編

集
委
員
会
と
電
子
ベ
ー
ス
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
委
員
会
の
二
つ
の
委
員

会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
編
集
委
員

の
メ
ン
バ
ー
四
名
中
三
名
が
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
委
員
を
兼
ね
て
い
た
こ

と
か
ら
、
共
に
広
報
に
関
す
る
委

員
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
統
一
し

「
広
報
委
員
会
」
と
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

メ
ン
バ
ー
は
、
次
の
と
お
り

委
員
長　

細
井　
　

衛(

加　

住)

中
央
部　

地
区(

代)

井
上　

博
正

南　

部　

地
区　
　

辻
野　

領
一

西
部
第
四
地
区　
　

串
田　
　

明

事
務
局
長　
　
　
　

前
野　
　

修

前
西
部
第
二
地
区　

栗
林　

栄
子

以
上
の
六
名
で
進
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
尚
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
関
係
も
あ
り
、
㈱
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー

ト
シ
ス
テ
ム
ズ
の
渡
邊
社
長
も
業

務
の
関
係
か
ら
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
も

ら
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
毎
月
定
例
役
員

会
直
後
の
金
曜
日
に
定
期
的
に

「
広
報
委
員
会
」
を
開
催
し
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内
容
更
新
・
「
町

自
連
だ
よ
り
」
の
発
行
等
の
作
業

を
進
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
記
事

の
投
稿
・
協
賛
企
業
の
情
報
等
、

皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

消
防
署
か
ら

「
町
自
連
」
に
感
謝
状
！

　

消
防
庁
が
進
め
て
い
る
「
住
宅

用
火
災
警
報
器
」
の
設
置
促
進
に

関
し
て
、
モ
デ
ル
町
会
自
治
会
の

設
置
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

等
の
積
極
的
な
協
力
に
対
し
て
、

八
王
子
消
防
署
長
か
ら
、
私
た
ち

の
「
町
自
連
」
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
八
王
子
消
防
署
長
室

に
於
い
て
山
元
署
長
か
ら
田
中
会

長
に
直
接
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
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協
賛
広
告
の

　

協
力
企
業
募
集
中
！

　

私
た
ち
町
自
連
は
、
私
た
ち
会

員
の
分
担
金
の
み
で
運
営
さ
れ
て

お
り
、
財
源
不
足
は
否
め
ま
せ
ん
。

　

町
会
自
治
会
の
活
動
に
必
要
な

情
報
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
も
、

財
源
確
保
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
の
活
動
に

理
解
し
、
支
援
し
て
い
た
だ
く
企

業･

団
体
に
広
告
を
掲
載
し
て
頂

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
秋
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

立
ち
上
げ
て
お
り
、
広
報
の
媒
体

を
活
用
し
て
広
告
を
掲
載
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
便

利
帳
」
の
ペ
ー
ジ
に
記
載
し
て
、

詳
細
は
広
告
主
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
リ
ン
ク
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

広
報
紙
「
町
自
連
だ
よ
り
」
に
は
、

二
頁
～
四
頁
の
各
五
段
目
を
開
放

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
便
利
帳
」
に
は
防

犯
用
品
の
「
ラ
イ
ト
サ
ー
ビ
ス

㈱
」
が
、
「
町
自
連
だ
よ
り
」
第

四
号
に
は
、
高
照
度
防
犯
灯
の

「
か
が
つ
う
㈱
」
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

最
近
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
町
会
自
治

会
で
必
要
な
備
品･

行
事
用
具
等

を
扱
う
「
㈱
地
域
シ
ャ
ワ
ー
コ

ム
」
と
「
日
本
一
の
規
模
で
は
な

い
か
と
い
わ
れ
る
滝
山
城
跡
」
を

広
め
る
活
動
を
し
て
い
る
「
滝
山

城
跡
文
化
協
会
」
が
あ
り
、
一
方

の
「
町
自
連
だ
よ
り
」
に
は
、
前

述
の
「
㈱
地
域
シ
ャ
ワ
ー
コ
ム
」
、

平
成
二
十
二
年
四
月
以
降
は
「
設

置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

る
」
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
扱
い

店
「
㈱
ミ
ナ
カ
ミ
」
、
各
種
総
会

や
会
合
で
使
用
し
て
い
る
「
㈱
八

王
子
エ
ル
シ
イ
」
、
等
が
あ
り
ま

す
。

　

是
非
と
も
皆
さ
ん
に
お
力
添
え

を
頂
き
、
お
知
り
合
い
の
企
業･

団
体
を
紹
介
し
て
頂
き
た
く
、
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

地
域
の
あ
れ
こ
れ

 

地
区
連
合
会
の

　
　
　
　

現
況
と
役
割

　
　

東
南
部
地
区
連
合
会

　

  　
　

会
長　

下
田　
　

司

　

東
南
部
地
区
連
合
会
は
、
東
は

北
野
町
、
西
は
国
道
十
六
号
、
南

は
片
倉
町
、
北
は
Ｊ
Ｒ
八
王
子

駅
に
面
し
た
六
町
会
、
一
自
治
会

で
組
織
さ
れ
て
お
り
毎
年
五
月
に

は
総
会
を
、
一
月
に
は
新
年
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
い
づ
れ
の
会
に

も
地
元
選
出
の
市
議
会
議
員
を
来

賓
に
迎
え
、
各
町
会
よ
り
五
名
の

役
員
に
参
加
を
お
願
い
し
て
行
い

ま
す
。
町
自
連
の
定
例
役
員
会
の

内
容
は
、
事
務
局
よ
り
送
付
さ
れ

て
く
る
議
事
録
を
コ
ピ
ー
し
て
各

町
会
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
す
べ
て
の
町
会
が
子
安
神

社
の
氏
子
で
あ
り
、
今
年
も
子

安
神
社
の
祭
礼
に
合
わ
せ
て
七
月

二
十
一
日
、
二
十
二
日
の
二
日
間

各
町
会
と
も
盛
大
に
夏
祭
り
を
挙

行
い
た
し
ま
し
た
。

　

当
地
区
は
、
永
年
の
懸
案
で

あ
っ
た
「
八
王
子
駅
南
口
開
発
」

が
い
よ
い
よ
ス
タ
ー
ト
す
る
運
び

と
な
り
ま
し
た
。
地
域
住
民
の
待

ち
に
待
っ
た
「
夢
」
が
現
実
を
迎

え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
数
年
後

に
は
新
し
い
顔
の
八
王
子
駅
南
口

が
実
現
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

新
し
い
顔
が
で
き
れ
ば
、
ま
た
新

し
い
悩
み
も
生
ま
れ
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
に
こ
そ
、
各

町
会
で
知
恵
を
出
し
合
い
解
決
し

て
い
く
の
が
私
た
ち
「
地
区
連
合

会
」
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

 

地
区
内
町
会
の

 　

紹
介
と
地
域
の
行
事

　

西
部
第
一
地
区
連
合
会

　
　

  　

会
長　

馬
場　

總
和

　

私
た
ち
西
部
第
一
地
区
連
合
会

は
、
六
町
会
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
の
で
、
今
回
は
六
町
会
の
紹
介

を
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　　

先
ず
、
元
本
郷
町
会
は
、
中
嶋

町
会
長
の
元
に
千
二
百
世
帯
の
大

所
帯
で
す
。
年
に
一
度
市
役
所
の

駐
車
場
を
使
っ
た
大
掛
か
り
な

「
防
災
訓
練
」
を
八
王
子
消
防
署
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の
は
し
ご
車
を
呼
ん
で
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

次
に
、
元
本
郷
な
ご
み
会
は
、

石
井
町
会
長
が
南
大
沢
で
幼
稚
園

を
経
営
す
る
傍
ら
「
町
会
長
」
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。
毎
年
八

月
に
は
町
会
の
お
祭
が
賑
や
か
に

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
い
で
、
市
営
元
本
郷
団
地
自

治
会
は
、
坂
本
町
会
長
が
約

百
五
十
世
帯
を
ま
と
め
、
寸
暇
を

惜
し
ま
ず
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

四
つ
目
は
、
元
本
郷
生
栄
会
で
、

小
坂
町
会
長
が
ま
と
め
て
い
ま
す

が
、
当
地
区
で
は
も
っ
と
も
少
な

い
七
十
余
世
帯
で
す
が
、
町
会
の

真
ん
中
に
市
役
所
が
あ
り
ま
す
。

昔
は
一
面
が
田
圃
で
そ
の
頃
に
で

き
た
水
道
局
の
施
設
が
、
今
尚
現

役
で
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

五
つ
目
は
元
本
郷
栄
和
会
で
、

小
山
町
会
長
は
、
永
年
「
材
木

業
」
を
営
む
傍
ら
、
歴
史
に
造
詣

が
深
く
、
ま
た
、
淺
川
の
化
石
に

も
興
味
を
持
ち
、
地
域
に
お
い
て

は
、
子
供
た
ち
の
た
め
に
、
「
コ

マ
」
や
板
で
「
短
冊
掛
け
」
を
つ

く
り
、
「
青
少
対
」
に
寄
付
を
し

て
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
に

は
「
千
貫
神
輿
」
で
有
名
な
「
多

賀
神
社
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
神

社
は
滋
賀
県
彦
根
市
の
「
多
賀
大

社
」
が
本
社
で
大
変
古
い
お
社
で

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　

六
つ
目
は
、
私
が
関
わ
っ
て
い

る
元
本
郷
一
丁
目
町
会
で
す
。
こ

の
町
会
は
六
町
会
の
中
で
は
最
も

古
い
町
会
と
聞
い
て
い
ま
す
。
真

宗
大
谷
派
の
善
能
寺
と
日
蓮
宗

の
善
龍
寺
の
二
つ
の
お
寺
が
あ

り
、
江
戸
時
代
よ
り
代
々
の
住
職

が
守
っ
て
き
ま
し
た
。
町
会
で
は
、

八
月
の
旧
盆
に
町
内
の
祭
り
を
催

し
て
い
ま
す
。
こ
の
祭
り
に
は
、

昭
和
十
二
年
に
浅
草
の
業
者
に
依

頼
し
て
作
っ
た
「
御
輿
」
と
「
山

車
」
が
町
内
を
巡
り
ま
す
。

　

以
上
が
、
六
町
会
の
紹
介
で
す

が
、
そ
の
他
に
、
七
月
に
は
「
灯

篭
流
し
」
や
、
十
月
に
は
市
の
職

員
が
主
催
す
る
「
文
化
祭
」
に
各

町
会
も
参
加
し
盛
大
に
開
催
し
て

い
ま
す
。

 

わ
が
町
の
宝

  

子
供
た
ち
を
見
守
る
！

　

本
町
地
区
連
合
会

　
　
　

会
長　

塩
野　

良
光

　

そ
の
昔
本
町
は
、
八
王
子
の
中

心
的
な
街
で
あ
り
ま
し
た
。
市
役

所
・
警
察
署
が
あ
っ
た
こ
と
で

も
、
誰
も
が
知
る
街
で
あ
り
ま
し

た
。
時
の
流
れ
と
共
に
、
高
層
マ

ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
並
び
街
の
風
景

も
様
変
わ
り
を
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
様
な
中
で
、
旧
住
民
と
新

し
く
町
会
員
と
な
っ
た
人
た
ち
と

の
交
流
の
場
を
作
り
楽
し
い
町
会

の
運
営
を
し
て
い
ま
す
が
、
近
年

会
員
の
高
齢
化
と
少
子
化
に
よ
り
、

子
ど
も
た
ち
の
数
も
年
々
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

 　

少
な
い
「
子
ど
も
た
ち
」
の

「
安
全
と
安
心
」
を
守
る
た
め
に
、

「
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
人
た

ち
が
、
毎
日
学
校
の
登
下
校
時
に

「
交
通
指
導
」
と
「
パ
ト
ロ
ー

ル
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
は
じ
め

た
当
時
「
小
学
生
」
だ
っ
た
子
ど

も
た
ち
も
今
で
は
高
校
生
と
な
り
、

会
う
機
会
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た

ま
に
会
う
と
「
お
じ
ち
ゃ
ん
今
日

は
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。
そ
の

一
言
が
一
番
う
れ
し
く
「
や
っ
て

い
て
良
か
っ
た
」
と
思
う
幸
せ
感

で
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
は
、

大
人
の
責
任
で
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
は
「
わ
が
町
の
宝
」
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
も
、
八
王
子
の
ナ
ン
バ
ー

ワ
ン
町
会
を
目
指
し
て
町
会
員
が

一
体
と
な
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 

皆
さ
ん
の
声
を

  

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
！

　
　
　
　
　
　

広
報
委
員
会

　

私
た
ち
「
町
自
連
」
で
は
、
各

町
会
・
自
治
会
・
管
理
組
合
等
の

活
動
に
関
す
る
意
見
交
換
の
場
と

し
て
皆
さ
ん
の
「
声
」
を
聞
か
せ

て
頂
く
た
め
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
は
ポ
ス
ト
を
設
け
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は
、

h
ttp
://w

w
w
.c
h
o
jire
n
-

h
a
ch
io
ji.jp

　

で
す
。

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
、

c
h
o
jir
e
n
@
c
h
o
jir
e
n
-

h
a
ch
io
ji.jp

　

と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

郵
送
の
場
合
は
、
町
自
連
事
務

局
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

電
話
等
口
頭
に
よ
る｢

声｣

に
つ

い
て
は
、
誤
解
及
び
聞
き
違
い
等

過
ち
の
元
に
な
り
ま
す
の
で
、
堅

く
お
断
り
申
し
上
げ
ま
す

　

尚
、
事
務
局
は
毎
週
火
・
木
曜

日
の
九
時~

十
二
時
ま
で
開
設
し

て
い
ま
す
の
で
、
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

　

編　
　

集　
　

後　
　

記

　

広
報
委
員
会
に
な
っ
て
最
初
の

編
集
で
す
。

　

会
員
か
ら
頂
い
た
ご
意
見
を
請

け
て
、今
回
か
ら
文
面
を｢

で
す
・

ま
す
調｣

に
変
え
さ
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
気
づ
き

の
点
は
、
ど
し
ど
し
お
申
し
付
け

く
だ
さ
い
。

　

協
賛
広
告
も
、
前
回
の
一
件
か

ら
四
件
に
増
え
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
枠
い
っ
ぱ
い
の
六
件
を
継
続

的
に
掲
載
で
き
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
が
、
皆
さ
ん
に
情
報
の
提
供
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

委
員
長
＝
細
井
衛
、
委
員
＝
井

上
博
正
・
辻
野
領
一
・
串
田
明
・

栗
林
栄
子
・
前
野
修
、
以
上
六
名


